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ちんぺい 

（きんちゃんに向かって）先に言った方

がいいよ。 

きんちゃん 

必ず。。。たぶん。。。じゃない。 

必ず楽しませるんで、待っていてくださ

い。 

市川さん 

すばらしい。。。 

べーやん 

短いなぁ。。。 

ねっ、まとめますでしょ。 

市川さん 

じゃあ、堀内さん。 

ちんぺい 

短く。(笑) 

市川さん 

短く。(笑) 

べーやん 

そうですねぇ、やっぱりあのぉ～。。。(笑) 

もうあっという間でしたね、６０になる

のは。 

何度もその間で｢もう一度やってみよ

う｣｢もう一回ぐらいやってみようかな｣

っていう機会を伺えたんですけど。 

で、ひとつ前のツアーっていうのは８個

ぐらいしかやってないんじゃないかな。

さっと引き上げたんで、なんか不完全燃

焼じゃないけど、やっぱりこう。。。陸路

じゃないでしょうけど、いろんな所に行

って、いろんな人に会いたいなぁってい

うのが今回できるんで。 

しかも、何度も申しますけど、僕はここ

で６０を迎えるので、バンドも３人いる

のですけど、この二人には申し訳ないの

ですけど、失礼ない言い方になるかもし

れないのですけど、僕は今回は自分のた

めにやりたいのですよ。 

それで必死こいている６０の自分を、も

うほんとに赤裸々に等身大で見てもら

って、｢あ～、６０になってまだがんば

れるし、魂はほんとに生き続けるのだな

ぁ｣というのをお互いに感じあえる。 

だから音楽的にどうのこうのっていう

のはもういいじゃんっていうので、ただ

みんなと一緒に楽しめるコンサートに

なったら、きっとみんながもっと楽しい

のじゃないかと。 

ちょっと話。。。長くなったかなぁ。 

市川さん 

いやいや、コンパクトでよかったです。 

べーやん 

そうですか？ 

まだ、倍ぐらい喋れるけど。。。(笑) 

失礼いたしました。 

市川さん 

いえいえいえ。。。(笑) 

じゃあ、谷村さん。 

ちんぺい 

こうやって６０歳になって３人のアリ

スが集まれるっていう、それぞれ堀内は

堀内のスタッフがいますし、矢沢の方も、

僕の方もいるのですけど、そのスタッフ

達がみんな、今年夏からほんとにアリス

を思う存分やらしてあげようって言っ

て、いろんなセッティングをしてくれた、

そういう人達に支えられて、やっと実現

できたことがいっぱいあります。 

そんな、みんなのおかげでアリスが動き

出せるっていう感謝の気持ちを忘れな

いようにしながら、堀内も矢沢も、ほん

とに自分たちは今できるベストで、みな

さんが待ってくれている町へ出向いて

いきます。是非｢おかえり｣って叫びにき

てください。 

市川さん 

え～、笑顔でアリスが町にやってくるっ

ていうことで、この公演は楽しみにして

くれればとみなさんにお伝えいただけ

たらと思っています。 

じゃ、このへんで。。。 

アリス 

ありがとうございました。 

  


